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2012 年 2 月 17 日現在 

 

『最速合格！看護師国家試験過去問題集』 

頁 問題 誤 正 掲載日 

２２ 

 

第１００回（２０１１年） 

[問題６８]  

解説文 

１０％パーセントタイル値 １０％パーセンタイル値 

 

2011/12/01 

３２ 第１００回（２０１１年） 

[問題９５]  

選択肢および解説文 

選択肢２、４の選択肢および解説

文 

フェンニタル貼付剤 

選択肢２、４の選択肢および解説

文 

フェンタニル貼付剤 

2012/01/18 

 

４４ 第１００回（２０１１年） 

[問題１]  

解説文 

解説文 

日本は医療の発達や少子高齢化

によりつぼ状の形状をしている。 

解説文 

日本は医療の発達や少子高齢化

によりひょうたん型の形状をしてい

る。 

2012/01/18 

 

５３ 第１００回（２０１１年） 

[問題３７]  

解説文 

解説文（特定機能病院についての

解説） 

病床数５００以上 

解説文（特定機能病院についての

解説） 

病床数４００以上 

2012/01/18 

 

５５ 第１００回（２０１１年） 

[問題４４]  

解説文 

解説文 

NAUAP 

解説文 

NPUAP 

2012/01/18 

 

７１ 第１００回（２０１１年） 

[問題９３]  

解答 

選択肢３と４が○ 選択肢４と５が○ 

＊解説文は正しいものとなっており

ます。 

2012/01/13 

９１ 成人看護学概論 

【問題２５】 

解説 

選択肢３の解説 

Memo 温室効果ガスの排出量

を、1990 年水準に比べて 2008 年

～2012 年の間に 5．2％削減する

という目標を設定した。 

選択肢３の解説 

Memo (京都議定書) 温室効果ガ

スの排出量を、1990 年水準に比

べて 2008 年～2012 年の間に先進

国全体では 5.2%、日本では 6％と

いう削減目標値を設定した。 

2012/01/31 



９２ 

 

 

成人看護学概論 

【問題２９】  

解答および解説 

選択肢４が○ 

解説文 

わが国の職業性疾病（2009） 

１位：じん肺およびじん肺合併症 

２位：異常温度条件による疾病 

３位：化学物質による疾病 

 

選択肢１が○ 

解説文 

わが国の職業性疾病（2009 年） 

１位：災害性腰痛（60.2％） 

２位：じん肺およびじん肺合併症

（7．4％） 

３位：化学物質による疾病 

（3.0％）／病原体による疾病

（3.0％） 

2011/12/20 

９２ 

 

成人看護学概論 

【問題３１】  

問題文 

選択肢の４ 

潜函病―急激な増圧によるガス

看塞栓 

選択肢の４ 

潜函病―急激な増圧によるガス

塞栓 

2012/01/10 

１１５ 呼吸器 

【問題３３】  

選択肢 

選択肢３ 

３．運動は階段症候程度にする。 

選択肢３ 

３．運動は階段昇降程度にする。 

2011/12/20 

１２４ 

 

呼吸器  

【問題５７】  

解説文 

選択肢３の解説 

肺血症性ショックは脈拍↑ 

(基準値：１５～２０/分) 

選択肢３の解説 

敗血症性ショックは脈拍↑ 

(基準値：６０～８０/分) 

2011/12/20 

(2012/01/31 

一部追加) 

１４９ 血液 

【問題９】  

解説文 

解説文 

②フィブリノゲンがフィビリン（線維

素）となる 

解説文 

②フィブリノゲンがフィブリン（線維

素）となる 

2012/01/18 

 

１８２ 脳神経 

【問題３５】 

問題文 

問題文 

右穿頭 

問題文 

左穿頭 

 

2012/02/13 

２２２ 基礎医学・成人看護学 

【問題１５】 

解説文 

選択肢２の解説文 

発生部位：１位：直腸がん、 

２位：S 状結腸がん 

選択肢２の解説文 

発生部位では直腸がんの割合は

低下傾向にある。 

2012/01/31 

２５６ 成人看護学 

【問題３４】 

解説文 

選択肢２の解説文 

腎不全ではリンの排泄能が低下

し、高リン血症となる。カルシウム

とリンを一定に保とうとする働きが

あるため、パラソルモンの分泌が

促進されるため、低 Ca 血症にな

る。 

選択肢２の解説文 

腎不全ではリンの排泄能が低下

し、高リン血症となる。カルシウム

とリンを一定に保とうとする働きが

あるため、低 Ca 血症になり、パラ

ソルモンの分泌が促進される。 

2012/02/08 



２７０ 成人看護学 

【問題８】 

問題文 / 解説文 

 

問題文 

説明内容で適切なのはどれか 

 

 

選択肢１の解説文 

めまいが必ず治まるわけではな

い。 

 

 

 

選択肢２の解説文 

発作が起きたら１点を凝視すると

楽になる。 

 

 

 

選択肢４の解説文 

メニエール病は、何のきっかけも

なく突然激しい回転性めまいが起

きる。 

 

問題文 

説明内容で適切でないのはどれ

か 

 

選択肢１の解説文 

めまいはいずれ治まるので、まず

は本人や家族の不安を解消する

ことを目的としてそういってもよい

と思われる。 

 

選択肢２の解説文 

発作が起きたら、静かな部屋で安

静にすることが基本である。リハビ

リ訓練として１点を凝視する方法

などが行われている。 

 

選択肢４の解説文 

メニエール病は、しだいに発作の

前兆がわかるようになることが多

く、それにより発作時の対応をし

やすくなる。 

2012/02/13 

３１６ 基礎看護学 

【問題１３４】 

問題文 / 解説文 

 

問題文 

Ca６５ｍｇ 

 

解説文２ 

鉄 10～12g/日 

問題文 

Ca６５０ｍｇ 

 

解説文２ 

10～12mg/日 

2012/02/13 

３２１ 基礎看護学 

【問題１５０】 

解説文 

選択肢３の解説文 

・・・液は約２０秒かけてゆっくり注

入する。 

選択肢２の解説文 

・・・液は６０mL／２０秒ぐらいかけ

てゆっくり注入する 

2012/01/26 

３３０ 基礎看護学 

【問題１８０】 

解説文 

解説文 

例）ファンタニル 

解説文 

例）フェンタニル 

2012/01/18 

 



３３１ 基礎看護学 

【問題１８３】 

解説文 

選択肢２の解説文 

向精神薬の一つであるモルヒネは

鍵のかかる場所に保管する。 

選択肢２の解説文 

保管する場所は、医療従事者が

実地に盗難の防止に必要な注意

をしている場合以外は、かぎをか

けた設備内で行うこと（麻薬及び

向精神薬取締法第 50 条の 21・施

行規則第 40 条）。モルヒネは広義

には向精神薬の一つであるが、同

法では麻薬に指定されている。 

2012/02/13 

３４１ 基礎看護学 

【問題２２０】 

問題文および解説文 

問題文および解説文 

救命 

問題文および解説文 

救急 

2012/02/13 

３４４ 基礎看護学 

【問題２３３】 

解説文 

解説文 

特定機能病院とは…５００人以上

収容できる 

解説文 

特定機能病院とは…４００人以上

収容できる 

2012/01/18 

 

３４４ 基礎看護学 

【問題２３５】 

解答 

解答 

選択肢３のみが○ 

解答 

選択肢３および４が○ 

＊本問題が出題された 2005 年では

選択肢３のみが○となりますが、

2006年の医療法施行規則の改正以

降は、選択肢４も正しい答えとなりま

す。 

2012/01/26 

３６３ 在宅看護論 

【問題５５】 

解説文 

選択肢３の解説文 

出産育児一時金の支給額は一律

30 万 

選択肢 3 の解説文 

出産育児一時金の支給額は一律

42 万 

2012/02/13 

４３３ 

 

老年看護学 

【問題１４４】  

解答 

解答 

選択肢２が○ 

解答 

選択肢４が○ 

＊解説文は正しいものとなっており

ます。 

2011/12/01 

★４９５ 小児看護学 

【問題２４】 

解答および解説 

解答 

選択肢３が○ 

 

 

 

 

解説 

乳歯は 2 歳 6 か月～3 歳 6 か月で

上下10本ずつ萌出する。はえそろ

うのは 3 歳 6 か月である。 

解答 

厚生労働省の解答では選択肢２

が○となりましたが、のちに選択

肢３も○になりうる、ということから

不適切問題として除外されまし

た。 

解説 

2 歳 6 か月～3 歳頃に上下 10 本、

計 20 本の乳歯列が完成する。 

New 

2012/02/17 



５３４ 精神看護学 

【問題１８】 

問題文 

鎖病棟入院中の男性入院患者

が・・・ 

閉鎖病棟入院中の男性入院患者

が・・・ 

2012/01/26 

 

 

 


